
文化芸術のミライ応援補助金交付要綱 

  

 

（趣 旨） 

第１条 千葉県知事（以下「知事」という）は、本県の将来を担う若者による文化芸術活

動の推進を図ることを目的に、若者が主体となって参加して実施する文化芸術活動事業

に要する経費について、予算の範囲内において、千葉県補助金等交付規則（昭和３２年

千葉県規則第５３号。以下「規則」という。）及びこの要綱に基づき、補助金を交付する。 

 

（補助対象者） 

第２条 補助対象者は、本事業の趣旨に添った事業を自ら企画・実施することができる、

県内で文化芸術活動を行う個人又は団体とする。 

２ 個人については、次の各号に掲げる要件を全て満たしていなければならない。 

（１）申請する分野での公開活動の実績が１回以上あること 

（２）事業の実施に必要な経費のうち、補助金を除く自己負担金等の金額を確実に調達で

きる見込みがあること 

（３）直近３年間で、本補助金の交付を受けた回数が１回以下であること 

（４）県内に在住、在学又は在勤していること 

３ 団体については、次の各号に掲げる要件を全て満たしていなければならない。 

（１）申請する分野での公開活動の実績が１回以上あること 

（２）事業の実施に必要な経費のうち、補助金を除く自己負担金等の金額を確実に調達で

きる見込みがあること 

（３）直近３年間で、本補助金の交付を受けた回数が１回以下であること 

（４）規約を有し、団体の意思を決定し執行する組織が確立されていること 

（５）自ら経理し、監査する等、会計組織を有すること 

（６）専ら営利を目的とする団体でないこと 

（７）特定の政治活動又は宗教活動を目的としていないこと 

（８）県内に事務局を設けていること 

４ 第２項及び第３項の場合において、補助金の交付を受けようとするもの（団体にあっ

ては団体の役員等（代表者、理事、事務局長若しくはこれに準ずる者、相談役、顧問そ

の他の実質的に当該団体の運営に関与している者又は当該団体の業務に係る契約を締結

する権限を有する者をいう。以下同じ。））が次の各号のいずれかに該当する場合には、

補助金の交付の対象外とする。 

（１）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条

第６号に規定する暴力団員（以下｢暴力団員｣という。) 

（２）次のいずれかに該当する行為(イ又はウに該当する行為であって、法令上の義務の履

行としてするものその他正当な理由があるものを除く。)をした者(継続的に又は反復

して当該行為を行うおそれがないと認められる者を除く。) 

ア 自己若しくは他人の不正な利益を図る目的又は他人に損害を加える目的で、情を

知って、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第２号に規定する



暴力団（以下｢暴力団｣という。）又は暴力団員を利用する行為 

イ 暴力団の活動を助長し、又は暴力団の運営に資することとなることを知りながら、

暴力団員又は暴力団員が指定した者に対して行う、金品その他の財産上の利益若し

くは便宜の供与又はこれらに準ずる行為 

ウ 県の事務又は事業に関し、請負契約、物品を購入する契約その他の契約の相手方

（法人その他の団体にあたっては、その役員等）が暴力団員であることを知りなが

ら、当該契約を締結する行為 

（３）暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有している者 

 

（補助対象事業） 

第３条 補助金の交付の対象とする事業は、次の各号に掲げる要件を全て満たす事業と 

する。 

（１）３９歳以下の者が主体となって参加して実施するもの 

（２）広く県民に公開される創造的な文化芸術活動で、かつ県内の文化芸術の振興に寄与

できると認められるもの 

（３）過去に比べて新たな取組を実施するもの 

（４）補助金交付後も活動を継続する見込みのあるもの 

２ 次の各号に掲げる事業は、補助金の交付の対象外とする。 

（１）支出以上の収入が見込める事業 

（２）県から他の補助を受けている事業 

（３）学校教育関連の活動 

（４）企業宣伝活動 

（５）カルチャースクール、教授所等の発表会 

（６）特定の政治活動、宗教活動 

（７）寄付を目的として行われる慈善事業による公演・展示等の活動 

 

（補助対象） 

第４条 補助金の交付の対象となる事業（以下「補助事業」という。）の区分、経費及び補

助率は、別表のとおりとする。 

 

（交付の申請） 

第５条 規則第３条の規定により補助金の交付を申請しようとする場合は、知事が定める

期日までに、文化芸術のミライ応援補助金交付申請書（別記第１号様式）１部を知事に

提出しなければならない。 

 

（交付の決定） 

第６条 知事は補助金の交付の申請があったときは、申請書の審査及び必要に応じて行う

現地調査等により、補助金を交付すべきものと認めたときは、速やかに補助金の交付の

決定をするものとする。 

 



（交付の条件） 

第７条 規則第５条に規定する補助金の交付に必要な条件は、次の各号のとおりとする。 

（１）補助事業の内容又は補助事業に要する経費を変更する場合は、知事の承認を受ける

こと。ただし、補助対象経費の２０パ－セント以内の変更等軽微な変更はこの限りで

ない。 

（２）補助事業を中止し、又は廃止する場合は、知事の承認を受けること。 

（３）補助事業の遂行が困難となった場合は、速やかに知事に報告し、その指示を受ける

こと。 

 

（承認の手続） 

第８条 前条第１号又は第２号の規定により承認を受けようとする場合は、文化芸術のミ

ライ応援補助金事業変更（中止又は廃止）承認申請書（別記第２号様式）１部を知事に

提出しなければならない。 

 

（実績報告） 

第９条 規則第１２条の規定により実績報告をしようとする場合は、補助事業の完了の日

から起算して２０日以内又は補助金の交付を決定した年度の末日のいずれか早い期日ま

でに、文化芸術のミライ応援補助金事業実績報告書（別記第３号様式）１部を知事に提

出しなければならない。 

 

（額の確定) 

第 10 条 知事は、補助事業の完了又は廃止に係る補助事業の成果の報告を受けた場合にお

いては、実績報告書の審査及び必要に応じて行う現地調査等により、その報告に係る補

助事業の成果が補助金の交付の決定の内容及びこれに附した条件に適合するものである

かどうかを調査し、適合すると認めたときは、交付すべき補助金の額を確定し、通知す

るものとする。 

 

（交付の請求） 

第 11 条 規則第１５条の規定により補助金の交付を受けようとする場合は、文化芸術のミ

ライ応援補助金交付請求書（別記第４号様式）１部を知事に提出しなければならない。 

 

（概算払の請求） 

第 12 条 規則第１６条の規定により補助金の概算払いを受けようとする場合は、文化芸術

のミライ応援補助金概算払交付請求書（別記第５号様式）１部を知事に提出しなければ

ならない。ただし、概算払を受けることができるのは団体のみとする。 

 

（暴力団密接関係者） 

第 13 条 規則第１７条第１項第３号の知事が定める者は、第２条第４項第２号又は第３号

に該当する者（団体にあっては、団体の役員等が第２条第４項第１号から第３号までの

いずれかに該当する者である団体）とする。 



（補助金に係る経理） 

第 14 条 補助金の交付を受けたものは、補助金に係る経理についての収支の事実 

を明確にした証拠書類を整備し、かつ、これらの書類を補助事業の完了した日に属する

会計年度の終了後５年間保存しなければならない。 

 

（その他） 

第 15 条 この要綱の実施について必要な事項は知事が別に定める。 

 

 

附 則 

１ この要綱は、令和６年３月１５日から適用する。  

 

２ この要綱の適用に伴い、若者の文化芸術活動育成支援事業補助金交付要綱は廃止する。 

 

３ この要綱の適用前に若者の文化芸術活動育成支援事業補助金交付要綱による交付決定

を受けたものは、補助事業の完了した日に属する会計年度の終了後５年間において、旧

要綱の適用を受ける。 

  



別 表 

 

事業区分 

 

補助対象経費 

 

補助率 

 

備考 

若者が主体に参加し

て実施される事業 

参加体験又は芸術鑑賞事業を行うための直接

経費で、 

１ 設営・舞台関係費（会場借用料、会場設

営費、展示工作・撤去費、運搬費、大・

小道具費、衣装借用費等） 

２ 音楽・文芸費（著作権料、調律費、楽器

等賃借料等） 

３ 通信費、宣伝・印刷費、記録費、保険料

、企画制作費（消耗品費等） 

の合計金額から入場料・参加費等の収入及び

助成金を控除した額。 

 

2／3以内。 

ただし、事業

区分ごとに、

20万円を上

限とする。 

 

 

（注）ここでいう「若者が主体に参加して実施される事業」とは、 

県内で文化芸術活動を行う個人又は営利を目的としない団体が実施する、３９歳以

下の者が主体となって参加する文化芸術に係る事業をいう。 

  



第１様式（第５条） 

 

  年  月  日  

 

 千葉県知事      様 

 

 

                 住所・所在地 

                 氏名・団体名 

         （団体のみ記載）代表者職氏名 

 

 

 

文化芸術のミライ応援補助金交付申請書 

 

  年度において、下記のとおり事業を実施したいので、千葉県補助金等交付 

規則第３条の規定により、関係書類を添えて文化芸術のミライ応援補助金     円

の交付を申請します。 

 

                  記 

 

１ 事業計画書（別紙１） 

 

２ 収支予算書（別紙２） 

  



（別紙１） 

事  業  計  画  書 

１ 事 業 名  

２ 主催者氏名・ 

主催団体名 
 

３ 後 援・協賛  

４ 期 日・時間 

開 催 日  

実施予定時間  

５ 会   場 

施 設 名  

【参考】予約状況 予約済み ・ 未予約 

６ 趣 旨・目的 

 

７ 期待される効果 

※若者の文化芸術活動に 

与える効果 

 

８ 

参
加
見
込
者
数 

参加体験の場合 
【体験者数】３９歳以下：   名、その他の年齢：   名 

※観覧だけの者（保護者等）は含みません 

芸術鑑賞の場合 

【出演・出品者数】３９歳以下：   名、その他の年齢：   名 

※観覧だけの者（保護者等）は含みません 

【観覧見込者数】        名（年齢は問いません） 

９ 募 集 方 法 

募  集  地  域 

 

 

※具体的な市町村名や千葉県全域等を記載してください 

周  知  方  法 
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事

業 

事業概要 

・プログラムの内容 

・出演者・指導者名 

 

事業の特徴・ 

独自性 

 

新たに取り組む

内容 

 

【参考】 

 開催までの 

 スケジュール 

・会場確保 

・広報の時期 

・出演者交渉 

・プログラム決定 

等 

 

  



（別紙２） 

収  支  予  算  書 

（収入の部） 

項   目 金 額（円） 備     考 

千葉県補助金  
{(B)-(A))×2/3}又は 20 万円のいずれか 

低い額 ※千円未満切り捨て 

自己負担金   

そ
の
他
収
入 

入 場 料   

参 加 費   

助 成 金 ほ か   

小 計（A）   

合  計（C）  支出の合計（D）と一致させてください。 

 

（支出の部） 

項   目 金 額（円） 積 算 基 礎 

補 

助 

対 

象 

経 

費 

設営・舞台関係費   

音 楽 ・ 文 芸 費   

通 信 費   

宣 伝 ・ 印 刷 費   

記 録 費   

保 険 料   

企 画 制 作 費 

（ 消 耗 品 費 等 ） 
  

 小 計（B）   

補

助

対

象

外

経

費 

出 演 費   

謝 金   

旅 費   

そ の 他   

合   計（D）  収入の合計（C）と一致させてください。 



第２号様式（第８条） 

 

  年  月  日  

  

 千葉県知事      様 

 

 

                 住所・所在地 

                 氏名・団体名 

         （団体のみ記載）代表者職氏名 

 

 

 

文化芸術のミライ応援補助金事業変更（中止・廃止）承認申請書 

 

     年  月  日付け千葉県  指令第   号で文化芸術のミライ応援 

補助金の交付決定があった事業を、下記のとおり変更（中止・廃止）したいので、千葉

県補助金等交付規則第５条の規定により承認を申請します。 

 

記 

 

１ 変更（中止・廃止）したい内容 

 

２ 変更（中止・廃止）の理由 

 

３ 経費の変更 

（１）補助事業に要する経費（別紙１） 

  当 初     円（交付決定額        円） 

  変更後     円（変更交付申請額        円） 

 

 

 

  



（別紙１） 

補 助 事 業 に 要 す る 経 費 

 

項   目 
当 初 変 更 後 

金 額（円） 金 額（円） 積 算 基 礎 

補
助
対
象
経
費
□
Ａ
□ 

設営･舞台関係費    

音 楽 ・ 文 芸 費    

通 信 費    

宣 伝 ・ 印 刷 費    

記 録 費    

保 険 料    

企 画 制 作 費 

（消耗品費等） 
   

計    

入場料・参加費収入(Ｂ)    

助成金ほか収入(Ｃ)    

補助金額 

 

 

（D） 

 

｛(A)-{(B)+(C)}｝×2/3 

又は（D）のいずれか低い額 

※1円未満切り捨て 

 

  



第３号様式（第９条） 

 

  年  月  日  

 

 千葉県知事       様 

 

 

                 住所・所在地 

                 氏名・団体名 

         （団体のみ記載）代表者職氏名 

 

 

 

文化芸術のミライ応援補助金事業実績報告書 

 

     年  月  日付け千葉県   指令第   号で文化芸術のミライ応援

補助金の交付決定があった事業について、千葉県補助金等交付規則第１２条の規定に 

より、関係書類を添えてその実績を報告します。 

 

                  記 

 

１ 事業実施報告書（別紙１） 

 

２ 収支決算書（別紙２） 

 

 

 

 

  



（別紙１） 

事 業 実 施 報 告 書 

１ 事 業 名  

２ 主催者氏名・ 

  主催団体名 
 

３ 後 援・協賛  

４ 期 日・時間 
開 催 日  

実 施 時 間  

５ 会   場  

６ 

事 
 
 

業 

 

実 施 内 容  

新たに取り組んだ

内容 
 

成 果  

７ 観 覧 者 数         名 （芸術鑑賞の場合） 

８ 

参
加
者
数 

参加体験の場合 
【体験者数】３９歳以下：   名、その他の年齢：   名 

※観覧だけの者（保護者等）は含みません 

芸術鑑賞の場合 
【出演・出品者数】３９歳以下：    名、その他の年齢：    名 

※観覧だけの者（保護者等）は含みません 

９ 参加者募集地 
 

※具体的な市町村名や千葉県全域等を記載してください 

10 添付資料 

・当日の事業の様子が分かる資料（写真、DVD 等） 

・チラシ・パンフレット・当日配布資料等 

・【参加体験の場合】参加者を公募したことがわかる資料 

（チラシ、ポスター、SNS の投稿等） 



（別紙２） 

収  支  決  算  書 

（収入の部） 

項   目 金 額（円） 備     考 

千葉県補助金  

{(B)-(A)}×2/3 又は交付決定された（変更

承認を受けた場合は変更後の）補助金額の

どちらか低い額（1円未満切り捨て） 

自己負担金   

そ
の
他
収
入 

入 場 料   

参 加 費   

助 成 金 ほ か   

小  計（A）   

合  計（C）  支出の合計（D）と一致させてください。 

 

（支出の部） 

項   目 金 額（円） 積 算 基 礎 

補 

助 

対 

象 

経 

費 

設営・舞台関係費   

音 楽 ・ 文 芸 費   

通 信 費   

宣 伝 ・ 印 刷 費   

記 録 費   

保 険 料   

企 画 制 作 費 

（ 消 耗 品 費 等 ） 
  

 小計（B）   

補

助

対

象

外

経

費 

出 演 費   

謝 金   

旅 費   

そ の 他   

合   計（D）  収入の合計（C）と一致させてください。 

  



第４号様式（第 11 条） 

 

  年  月  日  

 

 千葉県知事       様 

 

 

                  住所・所在地 

                  氏名・団体名 

          （団体のみ記載）代表者職氏名 

          

 

 

文化芸術のミライ応援補助金交付請求書 

 

     年  月  日付け千葉県   達第   号で額の確定のあった文化 

芸術のミライ応援補助金を千葉県補助金等交付規則第１５条の規定により、下記の 

とおり請求します。 

 

記 

 

金              円 

 

 

 

 

 

  



第５号様式（第 12 条） 

 

  年  月  日  

 

 千葉県知事      様 

 

 

所 在 地 

団 体 名 

代表者職氏名 

 

 

 

文化芸術のミライ応援補助金概算払請求書 

 

    年  月  日付け千葉県   指令第   号で交付決定のあった文化 

芸術のミライ応援補助金を千葉県補助金等交付規則第１６条の規定により、下記の 

とおり概算払いされるよう請求します。 

 

記 

 

 


